ある。 いろいろ あるう ちで 余の もっとも 要点 だと 考え 

るに も 関らず 誰も 説き及んだ 事の な いのは 作者の 心的 

状態で ある。 他の 点 はこの 一 源泉より 流露す るので あ 

るから、 この 源 頭に 向つ て 工夫 を 下せば 他 はこと ごと 

うな 

く 刃 を 迎えて 向う から 解決 を 促が す 訳で ある。 

社会 は 人間の 塊まりで ある。 その 人間 を 区別 すれば 

ふしょう 

いろいろ できる。 貴と 賤 ともなる。 賢と 不肖と もなる- 

正と 邪と もなる。 男と 女と もなる。 貧と 富と もなる。 

老と 若、 長と 幼と もなる。 その他 いろいろに 区別が で 

きる。 区別が できる 以上 は、 区別され た 一 の ものが 他 

み 

を 視る態 S は、 一 のうちに ある 甲が、 同じく 一 のうち 



態度で はない。 賢者が 愚者 を 見る の 態度で もない。 君 

子が 小人 を視 るの 態度で もない。 男が 女 を視、 女が 男 

を視 るの 態度で もない。 つまり 大人が 小 供を視 るの 態 

度で ある。 両親が 児童 に対するの 態度で ある。 世人 は 

そう 思うて おるまい。 写生文 家 自身 もそう 思うて おる 

まい。 しかし 解剖 すれば ついに ここに 帰着して しまう- 

小 供 はよ く 泣く ものである。 小 供の 泣く たびに 泣く 

親 は 気 違で ある。 親と 小 供と は 立場が 違う。 同じ 平面 

に 立って、 同じ 程度の 感情に 支配され る 以上 は 小 供が 

泣く たびに 親 も 泣かねば ならぬ。 普通の 小説家 はこれ 

である。 彼ら は 隣り 近所の 人間 を 自己と 同程度の もの 



たる 人間と 共に 頑是なく 煩悶し、 無体に 号泣し、 直角 

きょうほん てい 

に 跳躍し、 いっさんに 狂奔す る 底の 同情で はない。 

傍から 見て 気の毒の 念に 堪えぬ 裏に 微笑 を 包む 同情で 

ある。 冷 刻で はない。 世間と 共に わめかない ばかりで 

ある。 

したがって 写生文 家の 描く 所 は 多く 深刻な もので な 

い。 否い かに 深刻な 事 を かいても この 態度で 押して 行 

くから、 ちょっと 見る と 底まで 行かぬ ような 心持ちが 

する ので ある。 しかの みならず この 態度で 世間 人情の 

交渉 を視 るから たいていの 場合に は k 稽の 分子 を 含ん 

だ 表現と な つ て 文章の 上に あらわれて 来る。 



しかし ひとたび 筆 を 執って 暄曄 する 吾、 煩悶す る 吾、 

泣く 吾、 を 描く 時 はや はリ 大人が 小児 を視る ごとき 立 

場から 筆 を 下す。 平生の 小児 を、 作家の 大人が 叙述す 

る。 写生文 家の 筆に 依怙の 沙汰 はない。 紙を展 ベて 

思 を 構うる とき は 自然と そう 云う 気合になる。 この 

気合が 彼らの 人生観で ある。 少なくとも 文章 を 作る 上 

においての 人生観で ある。 人生観が 自然と できて いる 

の だから、 自己が 意識せ ざるう ちに 筆 はすで に 着々 と 

して その 方向に 進んで 行く。 

+5 ま こうで い 

彼ら は 何事 を も 写す を 憚から ぬ。 ただ 拘泥せ ざる を 

そうほう てんめん はらん 

特色と する、 人事 百 端、 遭 逢 纏綿の 限りなき 波瀾 はこ 



見た つて 始まらな いじ やない か。 どんな 複雑な 趣向で、 

まとま ひっきょう 

どんな 纏った 道行 を 作ろうと も 畢竟 は、 雑然た る 進 

水 式、 紛然た る 御 花見と 異なる ところ はない じ やない 

かか こうでい 

か。 喜怒哀楽が 材料と なる にも 関わらず 拘泥す るに 足 

らぬ 以上 は 小説の 筋、 芝居の筋の ような もの も、 また 

拘泥す るに 足らん 訳 だ。 筋がなければ 文章に ならん と 

きゅうく つ 

云う の は 窮窟に 世の中 を 見過ぎ た 話しで ある。 —— 

今の 写生文 家が ， J こまで 極端な 説 を 有し ている かいな 

いか は 余と いえ ども 保証せ ぬ。 しかし 事実上 彼ら はパ 

ノラ マ 的の もの を かいて 平気で いると ころ を もつ て 見 

ひょうぼう めいめい 

ると 公然と 無 筋 を 標榜 せぬ まで も 冥々 のうちに こう 



ではない。 浅薄なる 余の 知る 限りに おいて は 西洋の 傑 

作と して 世に うたわる る もののう ちに この 態度で 文 を 

やった もの は 見当らぬ。 (もっとも 写生文 家の かいた 

ものに もこれ ぞと いう 傑作 はま だな いようで ある) 

ォ ー ス テンの 作物、 ガスケ ルの クラン フォ ー ド あるい 

は 有名なる ジ ツキ ンスの ピク ウィック または フィ ー ル 

ジ ングの トム ジ ョ— ンス 及び セル ヴ アン テスの ドン • 

キホテ の ごとき は 多少 この 態度 を 得た る 作品で ある。 

しかし 全く 同じと は 誰が 眼に も 受け取れぬ。 

しかし この 態度が 述作の 上に おいて # 一 の 態度と 云 

うので はない。 また これが 最上 等と 云う ので はない。 
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